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甘利明経済産業大臣（右から2人目）

株式会社東洋ボデー
代表取締役社長

中條守康氏（右）

株式会社八幡ねじ
代表取締役社長

鈴木建吾氏（左から2人目）

株式会社ヤマサキ
代表取締役

山崎宏忠氏（左）

中小企業
IT経営力大賞
経済産業省が主催する中小企業IT経営力大賞の第1回受賞企業各賞が

発表された。
経済産業大臣賞を受賞した3社には甘利明経済産業大臣より表彰状と

記念のトロフィーが手渡された。

中小企業
IT経営力大賞
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平成19年度受賞企業 経済産業大臣賞
●大賞（経済産業大臣賞）
株式会社東洋ボデー（東京都）
株式会社八幡ねじ（愛知県）
株式会社ヤマサキ（広島県）

●優秀賞（各共催機関長賞）
＜日本商工会議所会頭賞＞

明豊ファシリティワークス株式会社（東京都）
株式会社ヤマリア（神奈川県）
株式会社堀内機械（大阪府）

＜全国商工会連合会会長賞＞

株式会社アースダンボール（埼玉県）
＜全国中小企業団体中央会会長賞＞

日本ローカルネットワークシステム
協同組合連合会（大阪府）
日本ジャバラ工業株式会社（兵庫県）

＜情報処理推進機構理事長賞＞

株式会社ビッグ（北海道）
株式会社ホイッスル三好（東京都）

＜ITコーディネータ協会会長賞＞

大津鉄工株式会社（愛知県）
会宝産業株式会社（石川県）

●審査委員会奨励賞
千代田漬物株式会社（千葉県）
株式会社カワキタエクスプレス（三重県）
株式会社ツルガ（大阪府）
株式会社山本製作所（愛媛県）
株式会社アビ・ヒサツネ（旧・久恒衣料）
（大分県）

●特別賞（中小企業庁長官賞）
山田睦夫氏（日本ローカルネットワークシステム

協同組合連合会）

小田原貴樹氏（株式会社ヤマサキ）
冨岡泉氏（株式会社アビ・ヒサツネ（旧・久恒衣料））



「
繁
忙
期
と
閑
散
期
の
波
が
激
し
く
、

受
注
品
の
仕
様
変
更
に
よ
る
生
産
計
画

変
更
も
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と

か
負
荷
平
準
化
生
産
が
で
き
な
い
も
の

か
と
…
」

東
洋
ボ
デ
ー（
東
京
都
）・
中
條
守
康

社
長
の
脳
裏
に
は
、
い
つ
も
繁
忙
期
に

残
業
を
強
い
ら
れ
る
現
場
を
な
ん
と
か

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

■
　
■
　
■

取
引
先
拡
大
に
必
要
な

繁
忙
期
の
生
産
体
制
整
備

ト
ラ
ッ
ク
用
の
リ
ア
ボ
デ
ー（
荷
台
に

あ
た
る
部
分
）を
製
造
し
て
い
る
東
洋

ボ
デ
ー
は
、
多
品
種
少
量
生
産
の
受
注

型
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
。
当
初
は
一
社
専

属
の
取
引
を
行
っ
て
き
た
が
、
下
請
け

型
か
ら
の
脱
皮
を
図
り
、
新
し
い
取
引

先
を
開
拓
し
て
き
た
。

さ
ら
に
販
路
を
広
げ
よ
う
と
し
た
と

き
に
壁
と
な
っ
た
の
が
、
繁
忙
期
に
お

け
る
現
場
の
作
業
負
荷
だ
っ
た
。

「
メ
ー
カ
ー
は
、
既
存
の
取
引
先
が
忙

し
く
手
が
回
ら
な
い
と
き
に
新
規
取
引

先
を
探
し
ま
す
。
つ
ま
り
業
界
の
繁
忙

期
に
仕
事
を
受
け
ら
れ
る
社
内
体
制

づ
く
り
が
、
販
路
拡
大
に
必
要
だ
っ
た

の
で
す
」

中
條
社
長
は
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
生
産

管
理
手
法
な
ど
も
試
み
た
が
、
思
っ
た

よ
う
な
効
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
業
界
で
は
仕
様
が
1
0
0
％

決
ま
る
前
に
注
文
を
受
け
る
慣
習
が

あ
り
、
製
造
途
中
で
仕
様
変
更
が
発
生

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
混
乱
は
日
常
茶
飯

事
だ
っ
た
か
ら
だ
。

■
　
■
　
■

受
注
時
に
製
造
ラ
イ
ン
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
押
さ
え
る

そ
こ
で
、「
製
造
段
階
に
き
て
か
ら
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く
、
仕
様
変

更
が
減
る
よ
う
に
受
注
の
仕
方
を
変
え
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経済産業大臣賞 

東京都・トラックボデー製造業

株式会社東洋ボデー

生
産
の
平
準
化
へ
商
慣
習
を
変
え
る

新
規
取
引
先
開
拓
で
自
立
型
経
営
を
推
進

本社のオフィス風景

生
産
の
平
準
化
へ
商
慣
習
を
変
え
る

新
規
取
引
先
開
拓
で
自
立
型
経
営
を
推
進

Profile
株式会社東洋ボデー
東京都武蔵村山市伊奈平2-42-1
事業内容：トラック用リアボデーの設計開発・

製造・販売等
代表者：代表取締役社長　中條守康氏
設立：昭和38年
資本金：4,800万円
従業員数：105名
売上高：28.6億円
http://www.toyobody.co.jp/



て
い
く
べ
き
」と
の
思
い
に
至
っ
た
。

こ
の
構
想
を
形
に
し
た
の
が
、
平
成

17
年
に
完
成
し
た
生
産
ラ
イ
ン
の
負
荷

分
散
シ
ス
テ
ム（
通
称
・
座
席
予
約
シ
ス

テ
ム
）で
あ
る
。

座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
受
注
が
決

ま
っ
た
段
階
で
生
産
に
か
か
る
作
業
負

荷
を
ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
、
相
当
す
る

製
造
ラ
イ
ン
の
空
き
時
間（
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
）を
押
さ
え
る（
予
約
す
る
）と
い
う

仕
組
み
だ
。
以
前
は
納
期
が
集
中
す
る

時
期
に
な
る
と
仕
事
が
一
気
に
増
え
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
今
は
、
納
期
ま
で
ま

だ
日
数
が
あ
っ
て
も
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
空
い
て
い
れ
ば
営
業
担
当
者
が”

予

約’

を
入
れ
、
作
業
を
前
倒
し
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
々
の
生
産
量
が
均
さ

れ
て
い
く
の
だ
。

た
だ
、
同
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
は
受

注
時
に
ス
ペ
ッ
ク
が
確
定
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
に
な
る
。
営
業
担
当
者
は
、
こ

れ
ま
で
の
商
慣
習
と
は
異
な
り
、
顧
客

に
対
し
受
注
時
ま
で
に
仕
様
の
決
定

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
然
、
営
業
担
当
者
は
戸
惑
い
を
示

し
た
が
、
中
條
社
長
は
妥
協
す
る
こ
と

な
く
、
業
務
改
革
と
シ
ス
テ
ム

導
入
の
意
味
を
説
い
た
と
い

う
。「

座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
を
使

え
ば
受
注
時
に
お
客
様
に
正

確
な
納
期
を
回
答
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
会
社
が
全
体
最
適
を

実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

仕
組
み
で
あ
る
と
説
明
し
ま

し
た
」

製
造
途
中
の
ス
ペ
ッ
ク
変
更
が
減
れ

ば
現
場
の
生
産
性
は
さ
ら
に
上
が
り
、

一
層
の
品
質
向
上
や
短
納
期
が
実
現

で
き
る
。
顧
客
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
だ
。
業
界
標
準
の
製
造
期
間
は

1
ヶ
月
と
い
う
中
に
あ
っ
て
、
東
洋
ボ
デ

ー
で
は
3
日
〜
7
日
と
い
う
短
納
期
を

実
現
し
た
の
で
あ
る
。

■
　
■
　
■

I
T
と
と
も
に
現
場
改
善
も

有
効
だ
っ
た
専
門
家
の
活
用

I
T
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
並
行
し
て

現
場
改
善
や
営
業
担
当
者
の
意
識
改

革
を
行
っ
た
結
果
、
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら

3
、
4
ヶ
月
後
に
は「
残
業
時
間
が
ス
ー

ッ
と
減
っ
て
い
っ
た
」と
い
う
。
遅
れ
を
取

り
戻
す
た
め
の
話
し
合
い
の
場
と
な
っ

て
い
た
生
産
会
議
も
不
要
に
な
っ
た
。

平
成
18
年
度
の
生
産
性
は
27
％
増
加
、

ま
た
会
議
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
間
接

人
員
一
人
あ
た
り
の
自
立
型
製
品
の
売

上
高
は
41
％
増
加
し
た
。

念
願
の
負
荷
平
準
化
が
進
ん
だ
こ
と

で
、繁
忙
期
に
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る

こ
と
に
成
功
。
主
要
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

各
社
と
の
直
取
引
が
実
現
し
、
自
立
型

経
営
を
よ
り
一
層
推
進
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
活
用
は
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

同
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
際
し
て
は
、

中
條
社
長
自
ら
も
参
加
す
る
社
団
法

人
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会（
通
称
T

A
M
A
協
会
）に
相
談
し
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
井
上
三
平
氏
や
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
真
野
淳
氏
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
。「

私
の
考
え
を
理
解
し
て
、
東
洋
ボ

デ
ー
に
合
う
の
は
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
か

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
い
た
」
と
中

條
社
長
は
振
り
返
る
。
大
が
か
り
な
シ

ス
テ
ム
構
築
に
は
、
社
外
専
門
家
の
活

用
も
有
効
だ
と
い
え
る
。

今
後
は
、
取
引
先
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
も
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
。
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ラインA B A B
月 火 

受注時に 
スペック確定 

顧客 

ポイント5

ポイント2

営業担当者 

製造部のスケジュール 

納期回答（即答） 

受注時点で、作業時間に 
応じたスケジュールを押さえる 

以前 現在 
仕
事
量 

閑散期 繁忙期 平準化 

1

3

2

ITが「神経」ならば、現場改善は「筋肉」
両者が相まって成果が生み出される

代表取締役社長中條守康氏（右）
製造部次長の山田昇氏とともに

・生産負荷の平準化により、残業時間の削減と顧客からの信頼度向上を
実現
・平成18年度は生産性が27％増加し、間接人員一人あたりの自立型製品
売上高は41％増加

IT経営の成果

東洋ボデーのIT活用例
◆受注時の生産スケジュール予約で業務を平準化

製造ラインでは、パソコンに示された
スケジュールをベースに作業を行う
（上）。作業の前後に時刻を入力し（左）、
想定ポイント（時間）と実績時間との比
較・調整も行っている

Administrator
長方形



本
顕
彰
制
度
の
背
景
に
は
、
中
小
企

業
へ
の
期
待
と
情
報
化
社
会
の
進
展
と
い

う
環
境
の
変
化
が
あ
る
。

日
本
が
持
続
的
・
安
定
的
に
経
済
成
長

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
経
済
基
盤
を
支

え
る
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
と
競
争

力
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
カ
ギ
は「
I
T
の
徹
底
活
用
」に
あ
る
。

た
だ
し
、
I
T
の
活
用
と
は
、
た
だ
単

に
パ
ソ
コ
ン
を
入
れ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
っ
た
り
業
務
ソ
フ
ト
を
入
れ
た
り
と

い
っ
た「
I
T
の
導
入
」を
指
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。

I
T
を
効
果
的
・
戦
略
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
、
新
し
い
事
業
分
野
の
開
拓
、
下
請
け

か
ら
の
脱
却
、
多
品
種
・
少
量
・
短
納
期

へ
の
対
策
や
業
務
の
見
え
る
化
に
よ
る
意

思
決
定
な
ど
、
経
営
力
を
高
め
、
具
体
的

な
経
営
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た「
I
T
経
営
」を
実
践
し
て
い
る

企
業
の
具
体
的
事
例
を
紹
介
し
、
I
T
経

営
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
、
本
顕
彰
制
度

の
狙
い
で
あ
る
。
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I
T
で
経
営
力
を
上
げ
る「
I
T
経
営
」

門
で
、
I
T
の
活
用
に
よ
る
最
適
化
を

実
現

・
第
3
ス
テ
ー
ジ
…
企
業
組
織
全
体
で
、

I
T
の
活
用
に
よ
る
最
適
化
を
実
現

・
第
4
ス
テ
ー
ジ
…
企
業
・
産
業
横
断
的

に
、
I
T
の
活
用
に
よ
る
全
体
最
適
を

実
現

日
本
で
は
、
約
7
割
の
企
業
が
ま
だ
、

第
2
ス
テ
ー
ジ
ま
で
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。

「
中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞
」
と
は
、

経
済
産
業
省
が
関
係
機
関
の
共
催
・
協
力

の
も
と
に
主
催
す
る
平
成
19
年
度
に
創
設

さ
れ
た
顕
彰
制
度
で
あ
る
。
優
れ
た
I
T

経
営
を
実
現
し
、
か
つ
他
の
中
小
企
業
が
I

T
経
営
に
取
り
組
む
際
の
参
考
と
な
る
よ

う
な
中
小
企
業
に

贈
ら
れ
る
。

受
賞
企
業
お
よ

び
I
T
経
営
実
践

認
定
企
業
に
は
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用

が
認
め
ら
れ
る
。

中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞
と
は
？

中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞
の
審
査

は
、

1
・
I
T
経
営
実
践
に
向
け
て
の
取
り
組

み
評
価

2
・
I
T
経
営
力
指
標
を
活
用
し
た
I
T

経
営
力
評
価

の
2
つ
の
観
点
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

「
I
T
経
営
力
指
標
」
と
は
、
経
済
産

業
省
が「
I
T
の
戦
略
的
導
入
の
た
め
の

行
動
指
針
」
を
元
に
I
T
活
用
度
合
い
を

4
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
た
指
標
で
あ
る
。

・
第
1
ス
テ
ー
ジ
…
I
T
を
導
入
し
た
段

階（
ま
だ
活
用
さ
れ
て
い
な
い
）

・
第
2
ス
テ
ー
ジ
…
特
定
業
務
・
特
定
部

I
T
経
営
力
が
高
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？

トリガー 組織改革 
業務改革 

顧客視点 
の徹底 

導入されたITは 
まだ活用されず 

特定業務・特定部門 
でITの活用による 
最適化を実現 

企業組織全体で 
ITの活用による 
最適化を実現 

企業・産業横断的に 
ITの活用による 
最適化を実現 

IT不良資産化企業群 部門内最適化企業群 組織全体最適化企業群 企業・産業横断的企業群 

トリガー 

第1ステージ 第2ステージ 第3ステージ 第4ステージ 

IT経営
の実践

 

IT経営力指標 4つのステージ

選考の意図について

中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞
は
、
選

考
作
業
部
会
で
選
考
作
業
を
行
っ
た
後
、

中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞
審
査
委
員

会
で
の
厳
正
な
審
査
を
経
て
、
各
賞
及

び
I
T
経
営
実
践
認
定
企
業（
組
織
）を

決
定
し
た
。
選
考
作
業
部
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
の
書
類
に
目
を
通

し
、
議
論
を
重
ね
て
選
考
。
受
賞
候
補
企
業
へ
は
現
地
調
査
を
行
い
、
応
募

書
類
と
の
整
合
性
を
確
か
め
た
。

選
考
作
業
部
会
長
と
し
て
、
今
年
度
の
書
類
審
査
・
現
地
審
査
を
行
っ

た
明
治
大
学
岡
田
教
授
に
審
査
の
観
点
を
聞
い
た
。

―
I
T
経
営
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

岡
田

基
本
的
に
は
、
経
済
産
業
省
が
示
す
I
T
経
営
力
指
標
の
ス
テ
ー
ジ

3
以
上
を
目
安
と
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
部
分
最
適
で
は
な
く
経
営
成
果
に

つ
な
が
る
全
体
最
適
や
情
報
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

―
I
T
経
営
の
実
践
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田

例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
買
っ
て
W
e
b
サ
イ
ト
で
販
売
を
始
め
売
上

が
上
が
っ
た
。
こ
れ
で「
I
T
経
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
得
ら
れ
た
情
報
を
分
析
・
活
用
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
展
開
、
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
つ
な
げ
る
、
ま
た
従
業
員
教
育
を
行

う
な
ど
、
次
に
活
か
し
て
こ
そ
I
T
経
営
だ
と
思
い
ま
す
。

―
全
体
を
通
し
て
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
田

I
T
と
い
う
ツ
ー
ル
は
無
限
の
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
I
T

の
導
入
・
活
用
プ
ロ
セ
ス
で
重
要
な
意
思
決
定
を
担
っ
て
い
る
の
は
経
営
者
で

す
。
つ
ま
り
、
経
営
者
が
率
先
し
て
I
T
経
営
に
取
り
組
む
姿
勢
が
企
業
を

変
え
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
経
営
と
I
T
の
両
方
に
精
通
す
る
専
門
家
で
あ
る
I
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
や
I
T
経
営
応
援
隊
の
活
動
は
、
中
小
企
業
経
営
者
の
決
意
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞

選
考
作
業
部
会
部
会
長
明
治
大
学
教
授
　
岡
田
浩
一
氏
に
聞
く
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主催・共催・協力機関

＜主催＞ 経済産業省

＜共催＞ 独立行政法人情報処理推進機構、日本商工会議所、全国商工会連合会、全国中小企業団体中央会、
特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

＜協力＞ 独立行政法人中小企業基盤整備機構、中小企業金融公庫、社団法人企業情報化協会、社団法人組込みシステム技術協会、
社団法人コンピュータソフトウェア協会、社団法人情報サービス産業協会、全国地域情報産業団体連合会、
社団法人中小企業診断協会、社団法人日本コンピュータシステム販売店協会、社団法人日本情報システム・ユーザー協会、
財団法人日本情報処理開発協会

●大賞（経済産業大臣賞）
総合的に優れたIT経営を実践し、かつ、他の中小企業等がIT経営に取り組む際の参考となる中小企業等の事例

●優秀賞（各共催機関長賞）
優れたIT経営を実践し、かつ、経営やIT導入などにおいて特徴的なIT経営を実践する中小企業等の事例
先進性・独創性のあるIT活用の取り組み
業務プロセスの構築による生産性向上
小規模企業で特徴的なIT経営を実践している
ITコーディネータ等の外部支援を上手く活用している等

●審査委員会奨励賞
IT経営を実践し、かつ、今後さらなる飛躍が認められる中小企業等

●特別賞（中小企業庁長官賞）
優れたIT経営の実践のために、特に貢献が認められた従業員等

●IT経営実践企業（組織）
IT経営の実践内容が一定水準以上の企業

＊企業には組合・団体を含みます

1．IT経営実践に向けての取り組み評価
IT経営の実践における取り組みの内容が、他の中小企業の模範とし

て相応しいかについて、以下の視点で評価。

・IT活用において、先行する技術の活用など先進性、独創性がある。
・IT活用において、情報の高度活用によるビジネス価値の向上を実現している。
・IT活用をベースにした業務プロセスの再構築により、生産性の向上や競争力強化を実現している。
・IT経営実践のための経営者のリーダーシップ、社内推進体制の構築、人材育成が積極的に実施されている。
・IT経営の推進において、他社の模範となりうる取り組みをしている。

2．IT経営力指標を活用したIT経営力評価
IT経営力指標を活用した評価シートにより、以下のカテゴリーに関するIT経営活用度合いを点数化して評価。

・経営戦略とIT戦略の融合　・現状の可視化による業務改革の推進とITの活用による新ビジネスモデルの創出、ビジネス領域の拡大
・標準化された安定的なIT基盤の構築　・ITマネジメント体制の確立 ・IT投資評価の仕組みと実践 ・IT活用に関する人材の育成
・ITに起因するリスクへの対応

＜各賞の内容＞

＜審査基準＞ 次の基準に基づき総合的に実施

応
募
企
業 

Ｉ
Ｔ
経
営
実
践
企
業 

企業等の 
取り組み 

個人の 
取り組み 

3件以内 
大賞 

優秀賞 

特別賞 

大臣賞 
最もすぐれている 

日商賞 全国連賞 中央会賞 

中小企業 小規模 組合・団体 

優れている 
中小企業など 

優れている 
小規模など 

優れている 
組合・団体など 

先進的なITの活用など 

IPA賞 各2件程度 

外部人材等の活用など 

IT経営の実践に貢献した従業員等 

3者程度 

ITCA賞 

中企庁長官賞 

審査委員会奨励賞 

IT経営実践認定企業（組織） 

賞に該当しない中小企業等で、IT経営の実践が 
認められるものは認定し、事例として公表 

本誌は、中小企業IT経営力大賞を受賞した

優れた事例を紹介することで、IT経営や経営

革新、あるいは競争力強化をテーマとして取り

組む多くの中小企業の皆様、あるいはそれを支

援する皆様の参考としていただくことを狙いと

しています。

それぞれの事例では、経営者が目標としたも

の、目指す姿を実現するためにITをどのように

活用したか、あるいは、どのような課題を乗り

越えてきたかをご紹介し、あわせて活用するIT

の概要や職場の様子などを紹介しております。

また、それぞれのIT経営への取り組みを見渡

した時には、次のような特徴となる共通点が挙

げられます。

（1）見える化

経験や勘だけを頼りにした経営を善しとせ

ず、経営の透明性を追求した事例です。例え

ば、ホイッスル三好の各店舗の稼働状況を一

元管理し従業員のシフトに反映させるなどの取

り組みがこれにあたります。

（2）新しいビジネスモデルの確立

業界特有の既成概念やイメージを変えるよう

な新しいビジネスモデルの確立や、企業間の

連携によってビジネスモデルを強化する事例で

す。例えば、自動車解体事業をリサイクルとい

う新しい業態に変革する会宝産業などがこれ

にあたります。

（3）人材育成・ノウハウ伝承

ひとつひとつの業務の成果を情報やデータ

として蓄積し、共有し、再利用することで業務

の質的向上を図る事例です。例えば、日本ジ

ャバラ工業や山本製作所のように、職人の製

造プロセスを数値やデータに記録し、若手の

育成に展開する例などがこれにあたります。

その他、マーケティングや販売面でのIT活用

で、業績向上拡大を図っている事例もあります。

14頁以降では、これらの特徴を元にカテゴリー

分けして事例を紹介していますので、皆様の関

心課題に照らしてご活用ください。

本冊子についてのご案内

※本誌に掲載した各企業のデータは特に記載のない限
り、申請書類をもとにした平成18年度のデータです。



中
小
企
業
I
T
経
営
力
大
賞
の
記
念
式

典
は
、
記
念
講
演
会
と
表
彰
式
の
二
部
構
成

で
開
催
。

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
審
議
官

吉
崎
正
弘
氏
が
、「
本
イ
ベ
ン
ト
が
引
き
金
に

な
っ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
中
小
企
業
の
I

T
活
用
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
祈
念

し
ま
す
」
と
開
会
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
経
済

産
業
省
が
進
め
る
I
T
経
営
応
援
隊
の
会
長

で
あ
る
メ
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ム
パ
ニ
ー
原

邦
生
社
長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

基
調
講
演
で
I
T
経
営
の
実
践
を
報
告

原
邦
生
社
長
は
、「
技
術
を
知
恵
に
変
え

る
経
営
」
を
実
践
。
全
国
1
8
6
箇
所
に
あ

る
直
営
店
か
ら
は
、
毎
日
売
上
な
ど
の
各
種

デ
ー
タ
が
送
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
情
報
を
元

に
地
域
特
性
を
つ
か
み
、
店
舗
ご
と
の
販
売

戦
略
や
商
品
企
画
に
活
か
し
て
い
る
と
い
う
。

「
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
86
億
3

千
万
円
の
売
上
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
一
件
も
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
人
材
の
育
成
を
緻
密
に
行

っ
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
返
品

率
が
1
％
を
切
る
と
い
う
極
め
て
低
い
数
値

で
あ
る
の
も
特
徴
で
す
」

同
社
は
設
備
投
資
に
も
意
欲
的
だ
。

「
商
品
を
箱
詰
め
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ボ

ッ
ト
や
物
流
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
、
固
定
費

を
先
端
技
術
に
置
き
換
え
、
利
益
に
結
び
つ

く
と
こ
ろ
に
い
か
に
投
資
を
す
る
か
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
」

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
9
期
連
続
増
収

増
益
、
経
常
利
益
率
11
%
と
い
う
同
社
の
実

績
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
来
場
者
に
対
し
「
I
T
を
上
手
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平成20年2月21日、東京・虎ノ門パスト
ラルにて、「中小企業IT経営力大賞2008記
念式典」が開催された。前半は記念講演
会として基調講演とパネルディスカッション
を展開。後半は表彰式が執り行われ、受
賞企業および個人に、表彰状と記念のト
ロフィーが贈られた。

中小企業IT経営力大賞2008記念式典

中小企業の生産性向上・競争力強化が
わが国の持続的成長を実現する。
そのカギはITの徹底活用にある

甘利明経済産業大臣



に
活
用
し
経
営
効
果
を
上
げ
て
欲
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

続
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
経
済
産
業
大
臣
賞

受
賞
企
業
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
。
東
洋
ボ
テ
ー
、
八
幡
ね
じ
、
ヤ
マ
サ
キ
の

3
社
が
自
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、

後
半
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
る
岡
田
教
授

の
舵
取
り
で
討
論
が
進
め
ら
れ
た
。

表
彰
式
で
は
大
臣
か
ら
の
挨
拶
も

表
彰
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
甘
利

明
経
済
産
業
大
臣
が「
わ
が
国
が
持
続
的
成

長
を
実
現
す
る
に
は
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
、
競
争
力
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

鍵
は
I
T
の
徹
底
的
活
用
に
あ
り
ま
す
。
本

賞
は
そ
れ
を
進
め
る
た
め
に
新
た
に
創
設
し

た
制
度
で
あ
り
、
今
年
は
記
念
す
べ
き
第
一

回
目
で
す
。
受
賞
企
業
は
巧
み
な
I
T
活
用

に
よ
り
経
営
課
題
の
解
決
を
果
た
し
て
お

り
、
改
め
て
わ
が
国
中
小
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
経
済
産
業
省

は
、
今
後
一
層
の
I
T
経
営
推
進
に
向
け
て
、

環
境
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

そ
し
て
共
催
機
関
を
代
表
し
て
日
本
商

工
会
議
所
会
頭
の
岡
村
正
氏
が「
中
小
企
業

の
I
T
経
営
に
よ
る
経
営
強
化
に
向
け
て
、

5
団
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
き
め
細

か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
審
査
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
、
一
橋

大
学
大
学
院
教
授
の
伊
丹
敬
之
氏
が
審
査

講
評
を
行
っ
た
。

こ
の
後
、
受
賞
企
業
1
社
ず
つ
に
、
表
彰

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
た
。
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中小企業IT経営力大賞審査委員会　委員長
伊丹敬之 一橋大学大学院　商学研究科教授

「審査を通じ、企業の現場では多種多様な努力
が行われていることを感じました。選考作業部会が
厳正な選考作業や現地調査を行ってくれましたの
でクオリティには自信があります。ただ今回受賞さ
れた企業だけが良いということではなく、他にも優
秀な企業がたくさんあり、IT経営実践企業として認
定させていただきました。本顕彰制度の目的はIT
経営に努力する皆様の励みとすることです。これ
からも賞を続けていきますので、来年に向けて今
から準備をしていただければと思います」

日本商工会議所
岡村正会頭

メリーチョコレートカムパニー
原邦生代表取締役社長

経済産業省商務情報政策局
吉崎正弘審議官

経済産業大臣賞3社による
パネルディスカッション

審査委員会 委員長より
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